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この研究の最終的なゴールは，紀伊半島南部（おおむね中央構造線より南）で，面的に

展開したネットワーク MT 法による観測データを基に，紀伊半島下の３次元電気伝導度構
造モデルの構築を行い，その地球科学的解釈から，紀伊半島下の特徴低な地震分布（４種

類の地震），将来発生が予想されている東南海地震の地震発生前の構造や状態を明らかにす

ることである． 
本課題では，紀伊半島中央部を縦断するプロファイルに沿う２次元比抵抗構造モデルの

厳格化・精密化を図り，その比抵

抗構造モデルの地球物理学的解釈

を加えた． 
まず，モデルの厳密化のために，

研究対象地域の比抵抗構造の次元

について考察を深めた．その結果，

紀伊半島中央部は大局的には２次

元と解釈してよいが，沿岸部には

３次元性が認められると判断した．

この結果を基に，比抵抗構造に３

次元性があっても，特徴的な構造

の抽出が可能な TM モードの MT 応答関数を基に，２次元モデル解析を進めた．モデル計
算には，Uchida and Ogawa (1993)の ABICを用いた平滑化拘束付き２次元MTインバー
ジョンコードを使用した．第１図に，本課題研究での最適モデルを示す．このモデルの，

最大の特徴は測線中央部の深さ 10～60kmの範囲に存在する大きな低比抵抗領域である． 
この最適比抵抗モデルに，Yamauchi et al. (2003)によるコンラッド面とフィリッピン海

プレートの上面を重ね，さらに震源分布（気象庁一元化震源データベースによる）を加え

ることによって，次のような特徴が読み取れる．(1)顕著な低比抵抗領域は，コンラッド面
とフィリッピン海プレートの上面の間に位置する．(2)深部低周波微動（図注の＋）は低比
抵抗領域内にのみ分布する．(3)深部低周波微動以外の地震（●）は，主として低比抵抗領
域と高比抵抗領域の境界付近に分布する． 
低比抵抗領域の成因については，上記特徴に加え，ヘリウム同位体の分布なども考慮し

て，この低比抵抗領域は沈み込んだプレートからの脱水によって生じたと結論した．地震

発生メカニズムに関しては，(1)深部低周波微動の発生には，流体の存在が大きく関与する
ことが，電磁気学的見地からも明らかになった．(2)通常の地震については，比抵抗値が大
きく変化する境界付近で発生していることが明らかになった．その原因の一つとして，流

体を多く蓄える領域の縁辺部にストレスが集中することが，挙げられる． 


